
緒

言

二
松
學
舍
大
学
附
属
図
書
館
蔵

奈
良
絵
本
﹃
保
元
物
語
﹄
﹃
平
治
物
語
﹄
︵
以
下
︑
二
松
本
﹃
保
元
・
平
治
﹄
と
略
称
す
る
︶
は
︑

二
〇
〇
五
年
度
に
鎌
田
廣
夫
・
内
田
和
文
庫
の
資
料
と
し
て
購
入
さ
れ
た
︒
同
文
庫
は
︑
一
九
九
九
年
に
故
鎌
田
廣
夫
教
授
夫
人
内

田
和
氏
の
遺
言
に
よ
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
基
金
を
も
と
に
附
属
図
書
館
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
︑
以
来
︑
主
に
﹁
国
語
学
を
学
ぶ
学
生

の
た
め
﹂
に
︑
貴
重
資
料
を
蒐
集
し
︑
構
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
︒
鎌
田
先
生
の
お
仕
事
の
一
角
に
︑
﹃
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵

平
家
物
語
﹄
︵
複
製
︒
二
松
學
舍
大
学
出
版
部
︑
一
九
八
五
年
︶
︑
﹃
天
草
本
平
家
物
語
の
語
法
の
研
究
﹄
︵
お
う
ふ
う
︑
一
九
九
八

年
︶
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
そ
の
蒐
集
品
目
中
に
は
自
ず
と
軍
記
の
類
も
多
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
︑
そ
こ
で
︑
こ
の
文
庫

の
い
わ
ば
眼
目
と
し
て
︑
最
終
期
に
残
さ
れ
た
基
金
の
大
半
を
割
い
て
購
入
さ
れ
た
の
が
︑
こ
の
二
松
本
﹃
保
元
・
平
治
﹄
で
あ
る
︒

そ
れ
は
︑
北
海
道
の
古
書
肆
よ
り
買
い
入
れ
ら
れ
た
新
出
本
で
︑
書
誌
は
本
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
研
究
成
果
報
告
書

﹃
二
松
學
舍
大
学
附
属
図
書
館
蔵

奈
良
絵
本
�
保
元
物
語
�
�
平
治
物
語
�
﹄
中
に
小
井
土
守
敏
氏
が
﹁
略
書
誌
﹂
と
し
て
ま
と
め
︑

ま
た
︑
本
書
中
に
も
改
め
て
著
し
て
い
る
か
ら
そ
れ
に
譲
る
が
︑
一
二
巻
一
二
帖
︵
﹃
保
元
﹄
・
﹃
平
治
﹄
と
も
に
六
巻
六
帖
の
完
本
︶

で
︑
表
紙
は
緞
子
︑
本
文
料
紙
は
金
泥
草
木
模
様
の
鳥
の
子
︑
見
返
し
は
卍
繫
地
模
様
入
り
金
紙
︑
半
紙
本
型
列
帖
装
の
豪
華
本
で

あ
る
︒
が
︑
そ
れ
は
図
書
館
に
配
架
後
︑
長
ら
く
書
庫
に
眠
っ
て
い
た
︒
そ
こ
で
︑
貴
重
資
料
の
公
開
推
進
が
図
ら
れ
る
昨
今
の
事

情
を
鑑
み
て
︑
急
遽
︑
二
〇
一
一
年
度
二
松
學
舍
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁
二
松
學
舍
大
学
附
属

図
書
館
蔵

奈
良
絵
本
﹃
保
元
物
語
﹄
﹃
平
治
物
語
﹄
の
翻
刻
と
研
究
﹂
が
︑
磯
水
絵
・
小
山
聡
子
・
小
井
土
守
敏
に
よ
っ
て
結
成
さ

1



れ
た
︒
そ
し
て
︑
翻
刻
の
第
一
次
稿
本
は
︑
本
学
大
学
院
生
・
学
部
生
を
募
っ
て
開
始
さ
れ
た
翻
刻
作
業
を
受
け
て
︑
二
〇
一
二
年

三
月
に
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
研
究
成
果
報
告
書
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
︒
折
か
ら
二
〇
一
二
年
に
は
平
清
盛
が
大
河
ド
ラ
マ
に

取
り
上
げ
ら
れ
︑
各
地
で
そ
れ
に
関
わ
る
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
と
な
り
︑
﹃
平
家
物
語
﹄
の
絵
巻
︑
屛
風
絵
︑
奈
良
絵

本
の
み
な
ら
ず
︑
そ
れ
に
先
行
す
る
﹃
保
元
物
語
﹄
︑
﹃
平
治
物
語
﹄
等
の
そ
れ
も
︑
多
く
世
に
紹
介
さ
れ
る
仕
儀
と
な
り
︑
結
果
と

し
て
︑
﹃
保
元
・
平
治
﹄
の
奈
良
絵
本
研
究
も
︑
石
川
透
氏
を
中
心
に
大
き
く
伸
長
し
た
︒
本
学
に
お
い
て
︑
二
〇
一
二
年
二
月
二

五
日
︑
一
三
年
二
月
二
三
日
に
開
催
し
た
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹁
源
平
の
時
代
を
視
る
﹂
も
盛
会
で
あ
っ
た
︒
参
考
に
︑
第
一
回
︑

第
二
回
の
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
次
に
記
す
︒

第
一
回

﹁
二
松
學
舍
大
学
附
属
図
書
館
蔵
﹃
保
元
物
語
﹄
﹃
平
治
物
語
﹄
に
つ
い
て
﹂

大
妻
女
子
大
学

小
井
土
守
敏
氏

﹁
﹃
保
元
・
平
治
物
語
﹄
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
﹂

慶
應
義
塾
大
学

石
川
透
氏

﹁
奈
良
絵
本
﹁
保
元
・
平
治
物
語
﹂
の
装
束
に
つ
い
て
﹂

宮
内
庁
書
陵
部

鈴
木
眞
弓
氏

第
二
回

﹁
二
松
學
舍
大
学
蔵
﹃
保
元
物
語

平
治
物
語
﹄
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
﹂

立
教
新
座
中
学
校
高
等
学
校
・
立
教
大
学
兼
任
講
師

出
口
久
徳
氏

﹁
二
松
學
舍
大
学
所
蔵
﹃
保
元
物
語
﹄
﹃
平
治
物
語
﹄
に
み
え
る
建
物
等
に
つ
い
て
﹂
宮
内
庁
書
陵
部

小
森
正
明
氏

﹁
﹃
愚
管
抄
﹄
と
﹃
保
元
物
語
﹄
﹃
平
治
物
語
﹄
を
め
ぐ
っ
て
﹂

日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授

麻
原
美
子
氏

こ
の
二
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
︑
諸
方
の
二
松
本
﹃
保
元
・
平
治
﹄
へ
の
興
味
を
深
め
︑
関
心
を
呼
び
起
こ
し
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
︑
我
々
の
研
究
に
も
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
︒

さ
て
︑
二
〇
一
三
年
一
月
に
は
︑
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
研
究
成
果
報
告
書
を
底
本
と
し
て
の
︑
﹁
二
松
本
﹃
保
元
・
平
治
﹄

挿
絵
研
究
会
﹂
が
︑
磯
・
小
井
土
・
田
中
幸
江
・
神
田
邦
彦
︑
磯
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
四
年
生
︵
阿
部
美
咲
・
泉
谷
絢
子
・
小
山
田
沙
希
︶

で
組
織
さ
れ
︑
五
回
の
研
究
会
が
実
施
さ
れ
た
︒
そ
の
席
上
に
お
い
て
は
︑
阿
部
・
泉
谷
・
小
山
田
の
三
嬢
よ
り
二
松
本
﹃
平
治
﹄
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の
挿
絵
の
分
析
結
果
が
報
告
さ
れ
た
︒
そ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
精
査
し
後
日
発
表
す
る
︒

以
上
が
︑
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
軌
跡
で
あ
る
︒
本
書
の
上
梓
を
も
っ
て
そ
の
活
動
は
終
わ
る
が
︑
そ
れ
が
研
究
の
終
わ
り
で
な
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
︒

平
成
二
十
六
年
二
月

磯

水

絵
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源
平
の
時
代
を
視
る
◆
目
次

緒

言

磯

水

絵

�

奈
良
絵
本
﹃
保
元
・
平
治
物
語
絵
巻
﹄
に
つ
い
て

石

川

透

�

第
一
部

二
松
學
舍
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
奈
良
絵
本
﹃
保
元
物
語
﹄
﹃
平
治
物
語
﹄
の
諸
相

二
松
學
舍
大
学
附
属
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
﹃
保
元
物
語
﹄
﹃
平
治
物
語
﹄
に
つ
い
て

小
井
土
守
敏

17

二
松
本
﹃
保
元
物
語
﹄
挿
絵
に
つ
い
て
の
一
考
察

︱
︱
﹁
後
白
河
院
御
即
位
の
事
﹂
の
挿
絵
を
素
材
と
し
て
︱
︱

小
森

正
明

37

二
松
本
﹃
保
元
物
語
﹄﹃
平
治
物
語
﹄
挿
絵
の
天
皇
表
現
に
つ
い
て

︱
︱
庶
民
の
描
か
れ
た
﹁
御
即
位
図
﹂
と
の
関
連
︱
︱

山
本

陽
子

52

描
か
れ
た
﹃
保
元
物
語
﹄﹃
平
治
物
語
﹄
の
世
界
︱
︱
二
松
本
を
中
心
に
︱
︱

出
口

久
徳

75

奈
良
絵
本
﹃
平
治
物
語
﹄
の
大
路
渡
︱
︱
二
松
本
を
中
心
と
し
て
︱
︱

小
山

聡
子

95
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第
二
部

奈
良
絵
本
と
軍
記
物
語

奈
良
絵
本
﹃
保
元
物
語
﹄﹃
平
治
物
語
﹄
の
P
絵
に
つ
い
て

磯

水

絵

117

奈
良
絵
本
・
絵
巻
﹃
保
元
物
語
﹄
に
お
け
る
崇
徳
院
像

山
田

雄
司

139

物
語
草
子
の
制
作
と
享
受
層
︱
︱
常
盤
の
物
語
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱

恋
田

知
子

150

﹃
保
元
物
語
﹄﹃
平
治
物
語
﹄
の
諸
本
展
開
と
熊
野
信
仰

︱
︱
近
世
挿
図
表
現
の
問
題
に
及
ぶ
︱
︱

源

健
一
郎

171

金
刀
本
保
元
物
語
の
合
拗
音
振
仮
名
と
﹃
落
葉
集
﹄

佐

藤

進

203

﹃
愚
管
抄
﹄
と
﹃
保
元
物
語
﹄﹃
平
治
物
語
﹄
を
め
ぐ
る
試
論

麻
原

美
子

221

源
平
盛
衰
記
と
絵
画
資
料

︱
︱
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
﹃
源
平
盛
衰
記
画
帖
﹄
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱

松
尾

葦
江

244

編
集
後
記

執
筆
者
紹
介
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編

集

後

記

本
書
は
︑
二
松
學
舍
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
奈
良
絵
本
﹃
保
元
物
語
﹄
﹃
平
治
物
語
﹄
︵
以
下
︑
二
松
本
︶
を

中
心
に
︑
奈
良
絵
本
や
軍
記
物
語
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
し
た
論
文
集
で
あ
る
︒
本
書
で
は
︑
二
松
本
の
包
括
的
な

理
解
の
た
め
に
︑
奈
良
絵
本
﹃
保
元
物
語
﹄
﹃
平
治
物
語
﹄
の
全
体
論
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
石
川
透
論
文
を
第
一
部
の

前
に
配
置
し
た
︒
そ
し
て
︑
第
一
部
は
二
松
本
に
つ
い
て
の
論
文
︵
小
井
土
守
敏
・
小
森
正
明
・
山
本
陽
子
・
出
口
久
徳
・
小

山
聡
子
︶
︑
第
二
部
は
奈
良
絵
本
﹃
保
元
物
語
﹄
﹃
平
治
物
語
﹄
に
関
す
る
論
文
や
奈
良
絵
本
・
軍
記
物
語
に
関
す
る
論
文
︵
磯

水
絵
・
山
田
雄
司
・
恋
田
知
子
・
源
健
一
郎
・
佐
藤
進
・
麻
原
美
子
・
松
尾
葦
江
︶
か
ら
成
っ
て
い
る
︒

本
書
は
︑
磯
・
小
井
土
・
小
山
︑
さ
ら
に
は
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁
二
松
學
舍
大
学
附
属

図
書
館
蔵

奈
良
絵
本
﹃
保
元
物
語
﹄
﹃
平
治
物
語
﹄
の
翻
刻
と
研
究
﹂
で
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
源
平
の
時
代
を
視
る
﹂

で
ご
発
表
い
た
だ
い
た
方
々
︑
ま
た
奈
良
絵
本
や
軍
記
物
語
な
ど
に
つ
い
て
第
一
線
で
研
究
さ
れ
て
い
る
方
々
の
論
考
に
よ
る
︒

つ
ま
り
本
書
は
︑
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
報
告
書
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
も
の
で

あ
る
︒

現
在
ま
で
︑
奈
良
絵
本
の
研
究
は
︑
文
学
を
専
門
と
す
る
研
究
者
を
中
心
に
行
な
わ
れ
て
き
た
︒
そ
れ
に
対
し
て
本
書
は
︑

文
学
・
歴
史
学
・
美
術
史
学
・
中
国
語
学
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
専
門
分
野
の
研
究
者
に
よ
る
︑
学
際
的
な
視
点
か
ら
の
論
文

集
と
な
っ
て
い
る
︒
と
い
う
の
も
︑
と
り
わ
け
軍
記
物
語
に
関
す
る
奈
良
絵
本
に
つ
い
て
は
︑
歴
史
学
的
な
考
証
や
美
術
史
学

的
な
考
証
な
ど
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
制
作
の
あ
り
方
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
本
書
を

出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
は
︑
あ
え
て
多
岐
に
わ
た
る
専
門
分
野
の
研
究
者
に
執
筆
を
依
頼
し
た
︒
そ
の
効
あ
っ
て
︑
本
書
に

262



よ
っ
て
︑
奈
良
絵
本
﹃
保
元
物
語
﹄
﹃
平
治
物
語
﹄
の
中
に
お
け
る
二
松
本
の
位
置
づ
け
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
︒
ま
た
︑
本

書
に
よ
り
︑
奈
良
絵
本
の
制
作
意
義
や
そ
の
過
程
に
つ
い
て
も
︑
あ
る
程
度
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
本
書
が
︑
近

年
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
奈
良
絵
本
研
究
の
進
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
︑
望
外
の
喜
び
で
あ
る
︒

前
述
し
た
よ
う
に
本
書
は
︑
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
報
告
書
と
し
て
の
意
味
を
持
っ

て
い
る
︒
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
︑
執
筆
を
許
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
︑
締
切
な
ど
で
も
様
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
︒
ご
多
用
に
も
関
わ
ら
ず
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
執
筆
者
の
方
々
に
は
︑
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
︒
ま
た
︑
行
き
届

い
た
仕
事
で
本
書
を
世
に
送
り
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
思
文
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松尾 葦江（まつお・あしえ）

東京大学大学院人文科学研究科博士課程単位取得満期中退。國學院大学文学部教授。主要論

著に、『軍記物語原論』（笠間書院、2008年）、『源平盛衰記 五』（三弥井書店、2007年）、

「資料との「距離」感―平家物語の成立流動を論じる前提として―」（『國學院雑誌』114-11、

2013年）など。
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出口 久徳（でぐち・ひさのり）

立教大学大学院博士後期課程修了。立教新座中学校・高等学校教諭。主要論著に、『図説

平家物語』（共著、河出書房新社、2004年）、『平家物語を知る事典』（共著、東京堂出版、

2005年）、「物語絵画と定型をめぐって―寛永三年版『保元物語』の挿絵を中心に―」（『日本

文学』62巻�号、2013年�月）など。

＊小山 聡子（こやま・さとこ）

筑波大学大学院博士課程歴史・人類学研究科修了。二松學舍大学文学部准教授。主要論著に、

『護法童子信仰の研究』（自照社出版、2003年）、『親鸞の信仰と呪術―病気治療と臨終行儀

―』（吉川弘文館、2013年）、「護法童子信仰の成立と不動信仰」（磯水絵編『論集 文学と音

楽史―詩歌管絃の世界―』和泉書院、2013年）など。

山田 雄司（やまだ・ゆうじ）

筑波大学大学院博士課程歴史・人類学研究科修了。三重大学人文学部教授。主要論著に、

『崇徳院怨霊の研究』（思文閣出版、2001年）、『跋扈する怨霊』（吉川弘文館、2007年）、「室

町時代の災害と伊勢神宮」（『史林』96-�、2013年）など。

恋田 知子（こいだ・ともこ）

慶應義塾大学大学院文学研究科博士課程単位取得退学。国文学研究資料館助教。主要論著に、

『仏と女の室町 物語草子論』（笠間書院、2008年）、『薄雲御所慈受院門跡所蔵大織冠絵巻』

（勉誠出版、2010年）、「霊場巡礼の成立と縁起生成―巡礼縁起の形態を端緒として―」（徳田

和夫編『中世の寺社縁起と参詣』竹林舎、2013年）など。

源 健一郎（みなもと・けんいちろう）

関西学院大学大学院文学研究科博士課程単位取得退学。四天王寺大学人文社会学部教授。主

要論著に、「源平盛衰記と寺門派修験」（『軍記物語の窓』第四集、和泉書院、2012年）、「『平

家物語』と法然浄土教とを巡る近代的認識」（『軍記と語り物』49、2013年）、「『平家物語』

と仏教とを巡る近代的認識」（『佛教文学』37、2013年）など。

佐 藤 進（さとう・すすむ）

東京都立大学大学院人文科学研究科修士課程修了。北海道文教大学外国語学部教授。主要論

著に、『音韻のはなし―中国音韻学の基本知識―』（光生館、1987年）、『全訳・漢辞海』（三

省堂、2000年）、『中国語教室Ｑ&Ａ』（大修館書店、2000年）など。

麻原 美子（あさはら・よしこ）

東京教育大学大学院文学研究科博士課程修了。日本女子大学名誉教授。主要論著に、『幸若

舞曲考』（新典社、1980年）、『舞の本』（共著、新日本古典文学大系、岩波書店、1994年）、

『平家物語 長門本延慶本 対照本文』（共編、勉誠出版、2011年）など。
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執筆者紹介

（掲載順、＊は編者）

＊磯 水 絵（いそ・みずえ）

二松學舍大学大学院文学研究科博士課程満期退学。二松學舍大学文学部兼大学院教授。主要

論著に、『院政期音楽説話の研究』（和泉書院、2003年）、『�源氏物語�時代の音楽研究―中

世の楽書から―』（笠間書院、2008年）、『大江匡房―碩学の文人官僚』（勉誠出版、2010年）、

『論集 文学と音楽史―詩歌管絃の世界―』（編著、和泉書院、2013年）、『今日は一日、方丈

記』（編著、新典社、2013年）など。

石 川 透（いしかわ・とおる）

慶應義塾大学大学院文学研究科博士課程単位取得退学。慶應義塾大学文学部教授。主要論著

に、『落窪物語の変容』（三弥井書店、2001年）、『御伽草子 その世界』（勉誠出版、2004年）、

『奈良絵本・絵巻の展開』（三弥井書店、2009年）、『入門奈良絵本・絵巻』（思文閣出版、

2010年）など。

＊小井土守敏（こいど・もりとし）

筑波大学大学院博士課程文芸・言語研究科単位取得退学。大妻女子大学文学部教授。主要論

著に、『長門本 平家物語 一〜四』（共編著、勉誠出版、2004〜06年）、『平家物語長門本・延

慶本対照本文』（共編著、勉誠出版、2011年）、「真名本訓読本系統『曾我物語』の改作につ

いて」（『国語と国文学』82-12、2005年）など。

小森 正明（こもり・まさあき）

筑波大学大学院修士課程教育研究科修了。宮内庁書陵部図書調査官・二松學舍大学非常勤講

師。主要論著に、『室町期東国社会と寺社造営』（思文閣出版、2008年）、『史料纂集 葉黄記

第二』（共著、続群書類従完成会、2005年）、『史料纂集 教言ä記 第四』（校訂、八木書店、

2009年）など。

山本 陽子（やまもと・ようこ）

早稲田大学大学院文学研究科美術史専攻博士課程後期修了。明星大学人文学部教授。主要論

著に、『絵巻における神と天皇の表現―見えぬように描く―』（中央公論美術出版、2006年）、

『絵巻の図像学―「絵そらごと」の表現と発想―』（勉誠出版、2012年）、『物語絵画における

武士―表現の比較研究と作例のデータベース化』（共著、科学研究費報告書、2009年）など。
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